
Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved.

PLATEAUビジョン 2023

2023/08/25 v1.1.0
2023/07/27 v1.0.0
2023/06/23 第10回分科会 v0.1.1

都市デジタルツイン実装プロジェクト❘Project PLATEAU

0



Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved.

PLATEAUビジョン 2023

PLATEAUの目指すエコシステム

3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化が
自律的に発展していく「エコシステム」の構築を目指します。

 3D都市モデルを活用した魅力的なサービスを開発し、これを社会に実装していくこと
で、都市生活のWell-Being（一人ひとりの多様な幸せ）を実現していくことが重要。

 そのためには、国のみがイニシアティブをもった取組みでは不十分。産学官のプレイ
ヤーがそれぞれイニシアティブを持ち、持続可能な形で3D都市モデルの整備・活用・
オープンデータ化にコミットしていく必要がある。

 このため、国、地方公共団体、企業、大学等の研究機関、地域コミュニティなどのプレイ
ヤーそれぞれの役割を明確化し、持続的に役割を果たしていく体制構築が必要。

 次期PLATEAUでは、Phase02として、産学官が連携してPLATEAUを推進してい
く新たな体制＝PLATEAUエコシステムの構築を目指していく。

 国は、Phase01で実施してきた基幹的施策を継続・拡充しつつ、各主体がイニシアティ
ブを持ちそれぞれの役割を果たしていけるよう、環境整備施策を推進していく。

データ・カバレッジ
拡大

ユースケース
開発

コミュニティ
形成

国によるPLATEAUを駆動させていくための基幹的施策

サービス実装
地域のデジタル

ケイパ向上
オープン・イノベー

ション創出

国による各主体の役割を円滑化・促進する環境整備施策

+

エコシステム構築

3D都市モデルのデータ整備、
オープンデータ化、

行政サービスの社会実装 等

3D都市モデルを活用した
新たなサービスの社会実装 等

3D都市モデルを活用した
イノベーション創出、

地域のデジタルケイパビリティ向上 等

基幹的施策＋環境整備施策

サービス実装
地域の
デジタルケイパビリティ向上

データカバレッジ拡大

コミュニティ形成ユースケース開発

市民

イノベーション企業 地域コミュニティ

国

地方公共団体

サービス実装

地域の
デジタルケイパビリティ向上サービス実装

オープンイノベーション創出

都市生活のWell-Being（一人ひとりの多様な幸せ）の実現
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都 市 デ ジ タ ル ツ イ ン に よ り

社 会 に 新 た な 価 値 を も た ら す / 地 域 の 課 題 を 解 決 す る

1 .プロジェクト・ゴール

P r o j e c t  P L A T E A Uは、デジタル技術により「豊かな生活、多様な暮らし方・働き方を支える「人間中心のま
ちづくり 」の実現をめざす 「 ま ち づ く り D X 」のデジタル・インフラとしての役割を果たすことを目指し、我が国初
の都市デジタルツインの実装モデル「3 D都市モデル」の整備・活用・オープンデータ化に取り組んできました。

プロジェクト開始から4年目を迎えるP L A T E A Uは、これまでの「都市デジタルツインのポテンシャルを引き出
す」ための実証 / P o Cフェーズから、 「都市デジタルツインにより社会に新たな価値をもたらす /地域の課題を解
決する」ための実装フェーズへと段階を進めます。
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 Project PLATEAUでは、2020年度のスタート以降、「プロトタイプ開発」フェーズとして、先進技術に関心の高い産官学の様々なプレイ
ヤーと連携して3D都市モデルのポテンシャルを検証。多様な分野で3D都市モデルの価値を実証してきた。

 2024年度以降は、Phase01の成果を活用し、次のフェーズとして「魅力的なサービスの実装」段階へと本格的に移行。PLATEAUへの参
加プレイヤーを先進層から関心層へ拡大させるための施策を産学官連携して講じていく。

 Phase02の取組みにより魅力的なサービスが実装されていくことで、本格的な普及フェーズであるPhase03への移行を目指していく。

PLATEAUビジョン 2023

2. ゴール達成に向けたステップ

現在

Phase02

魅力的なサービスの実装

データ・カバレッジと認知の拡大によりサービス開発に参加するプレイ
ヤーのすそ野が広がり、マネタイズ可能な魅力的なサービスが誕生す
る段階。

Phase01

プロトタイプ開発

先進技術に関心のある層による先行的なデータ整備と、それを用いた
イノベーション企業/地域コミュニティによるプロトタイプサービスの開
発が行われる段階。

Phase03

デジタル・インフラとしての普及

3D都市モデルを活用した魅力的なサービスが続々と提供されること
で、データ保有都市の優位性が明らかとなり、データ・カバレッジがさ
らに拡大。これに伴い参加プレイヤーやユーザーもマジョリティ層に拡
大する段階。

関心層先進層

イノベ企業/
地域コミュニティ

自治体

ユーザー

マジョリティ層関心層先進層

イノベ企業/
地域コミュニティ

自治体

ユーザー

マジョリティ層

開発に参加してみよう
開発したい

使いたい

関心層先進層

イノベ企業/
地域コミュニティ

自治体

ユーザー

マジョリティ層

整備せねば導入したい 施策

これから

開発に参加し
てみよう

使ってみよう
施策

自分の街にも3D
都市モデルが欲しい
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3. PLATEAUエコシステムの構築 [1/2]

3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化が
自律的に発展していく「エコシステム」の構築を目指す。

 3D都市モデルを活用した魅力的なサービスを開発し、これを社会に実装していくためには、
国のみがイニシアティブをもった取組みでは不十分。産官学のプレイヤーがそれぞれイニシ
アティブを持ち、持続可能な形で3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化にコミット
していく必要がある。

 このため、国、地方公共団体、イノベーション企業、大学等の研究機関、地域コミュニティなど
のプレイヤーそれぞれの役割を明確化し、持続的に役割を果たしていく体制の構築が必要。

 次期Project PLATEAU（Phase02）では、各プレイヤーの役割を定義し、産学官が連携
してPLATEAUを推進していく新たな体制＝PLATEAUエコシステムを構築していくこと
を目指し、様々な施策を講じていく。

主体 主な役割

国
研究開発投資やデータ利用環境の改善、コ
ミュニティ形成、エコシステム構築等

国土交通省都市局をはじめとする
関係政府機関等。

地方公共団体
3D都市モデルのデータ整備及びオープン
データ化、行政サービスの社会実装等

都道府県及び市区町村。都市計画
部局に限らず、スマートシティやデ
ジタル政策を担う幅広い部局。

イノベーション
企業

地元中小企業・スタートアップを含
む、新たな技術を活用したサービス
開発に意欲のある企業。

地域
コミュニティ

大学やシビックテック団体、エンジ
ニアコミュニテなど地域に根差した
技術ホルダー。

3D都市モデルを活用した新たなサービスの
社会実装等

3D都市モデルを活用したイノベーション/
シーズ開発、地方公共団体や住民のデジタル
ケイパ向上等
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 次期Project PLATEAU（Phase02）では、Phase01で実施してきた基幹的施策を継続・拡充しつつ、PLATEAU
エコシステムの各主体がイニシアティブを持ちそれぞれの役割を果たしていけるよう、環境整備施策を打ち出していく。

PLATEAUビジョン 2023

3. PLATEAUエコシステムの構築 [2/2]

データ・カバレッジ
拡大

ユースケース
開発

コミュニティ
形成

国によるPLATEAUを駆動させていくための基幹的施策

1 2 3
サービス実装

地域のデジタル
ケイパ向上

オープン・イノベー
ション創出

国による各主体の役割を円滑化・促進する環境整備施策

4 5 6
+

7 エコシステム構築

FY２０２４から注力する施策

継続して注力する施策

Phase02

魅力的なサービスの実装

Phase01

プロトタイプ開発

2
国 国
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4. アクションプラン [1/2]

 Phase02においてPLATEAUエコシステムを構築していくため、各主体の各主体の役割を円滑化・促進する環境整備施策を講じていく。

▼500都市
FY28～ （仮）

Phase03

▼120都市
FY24 FY25～27

▼200都市

Phase01

～FY23

Phase02 魅力的なサービスの実装

民間人材開発
コミュニティ拡大

社会実装型ユースケース開発
先端技術研究型ユースケース開発

データ整備モチベート
データ整備ケイパの拡大
データハンドリング技術のOSS化

コミュニティ
形成

ユースケース
開発

データ・カバレッジ
拡大

3

2

1

産学官の連携
体制を中心と
したプロジェク
トの推進

ムーブメント惹起

先進技術活用型ユースケース開発

標準データモデルのメンテナンス
データ整備手法の効率化 
データ高度化・価値向上 （BIM/空間ID/不動産ID/都市計画基礎調査等）

情報発信、コミュニティ育成等のPLATEAUの認知拡大及び関心醸成

トレーニング提供、アクセラレーションプラグラム等による民間のPLATEAU人材の拡大

スタートアップ、エンジニア、アカデミズム等のコミュニティへのすそ野拡大

新たな技術を用いたサービス開発等の先進的なユースケース開発のベストプラクティス創出

ベストプラクティスやPLATEAUナレッジ等を活用した実装レベルのサービス開発の促進

GISやシミュレーション技術等のPLATEAUのコアとなる技術の中長期的なR&D

ニーズを踏まえた仕様拡張、最新の国際知見の取り込み等の標準データモデルのメンテナンス

AI自動生成技術の開発・実装等の効率的なデータ整備手法の開発

BIM、空間ID、不動産ID等との連携性強化、属性情報（都市計画基礎調査）の充実等のデータ価値（有用性）の向上

データ保有都市の優位性の可視化、データ整備プロセス支援等の自治体のデータ整備モチベーション向上

測量・3Dモデリング等の国内のデータ整備人材・産業のケイパビリティ向上

自治体のデジタルケイパ向上
自治体ネットワーキング

ニーズ・シーズマッチング
地域発サービス創出

データアクセシビリティの向上

非エンジニア層の育成

リビングラボの形成

地域発コミュニティの形成

産学官連携PF構築
環境障壁の除外
開発ナレッジの蓄積・展開

国際展開

地域のデジタル
ケイパ向上

サービス実装

5

4

オープン・イノベー
ションの創出

6

エコシステム構築
7

地域コミュニティと連携したデジタル研修やWS等の自治体デジタルケイパの向上

導入自治体や関心自治体等が相互に情報交換や連携ができるようなネットワーキングの強化

自治体や民間企業のサービス開発ニーズ収集、シーズを持つ技術ホルダとのマッチング等のサービス事業化

自治体や地元企業が主体となった、日常業務に貢献するサービス創出

VIEW開発、SDK開発、データ配信・DLサービス開発など、PLATEAUのデータを活用しやすい環境の整備

プロダクトデザインや政策活用等をテーマとしたワークショップやアイデアソンの実施

市民を含む地元のコミュニティ発・自治体連携による地域の課題解消

自治体、地元企業、地域コミュニティ等が主体となる開発イベントの実施等の地域発コミュニティの形成

多様な企業、地元企業、スタートアップ、研究機関等の幅広い産学官の主体が連携・協同開発・成果共有等をする場の構築

サービス実装の障壁となる制度的課題等の洗い出し、解消

技術情報を集約し、技術資料、OSS、サンプルアプリ、プラグイン等を公開するなど、PLATEAUの開発ナレッジを共有

日本発の3D都市モデル技術をベースとした国内産業の国際展開、国際標準へのコミット、国際連携等

品質検査、データ変換、データ解析等のコアとなるデータハンドリング手法の国産技術開発・オープンソース化

J

K

L

G

I

H

A

B

C

D

E

F

O

Q

N

T

M

S

R

W

V

U

X

P

情報発信や開発イベント等のコミュニティ形成施策など、PLATEAUの認知向上、参加プレイヤーのすそ野拡大

補助事業の管理支援 「都市空間情報デジタル基盤構築支援事業」（PLATEAU補助金）の執行管理の支援Y

FY２０２４から注力する施策

継続して注力する施策
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PLATEAUビジョン 2023

4. アクションプラン  [2/2]

O

M

N

J

K

L

G

I

H

B

C

ニーズ・シーズマッチング

Q 自治体のデジタルケイパ向上

コミュニティ拡大
非エンジニア層の育成

地域発コミュニティ形成
民間人材開発

社会実装型UC開発
先端技術研究型UC開発

データ整備モチベート
データ整備ケイパの拡大

データアクセシビリティの向上
リビングラボの形成

産官学連携PF構築
環境障壁の除外
開発ナレッジの蓄積・展開

国際展開

データハンドリング技術のOSS化

ムーブメント惹起

先進技術活用型UC開発

A 標準データモデルの拡張
データ整備手法の効率化 
データ高度化・価値向上

D

E

T

地域発サービス創出P

S

自治体ネットワーキングR

W

V

U

X

F

国
シビック
テック団体

データ整備
産業

研究機関
産学官連携

PF
イノベ企業 自治体

地域
コミュニティ

ユーザー

 産学官の各プレイヤーがそれぞれの施策を実行する主要な役割を担い、国をはじめとする他の主体が連携する推進体制を構築する。

8

補助事業の管理支援Y

コミュニティ
形成

ユースケース
開発

データ・カバレッジ
拡大

3

2

1

地域のデジタル
ケイパ向上

サービス実装

5

4

オープン・イノベー
ションの創出

6

エコシステム構築
7

FY２０２４から注力する施策

継続して注力する施策
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参考資料編❘PLATEAUビジョン 2023

1. PLATEAUの経済効果試算

(億円)

▼500都市

Phase03

▼120都市 ▼200都市

Phase01 Phase02 魅力的なサービスの開発・利用拡大

 PLATEAUエコシステム構築によるデータ・カバレッジ拡大やサービス実装が進むことで、約1,170億円/年の経済効果を生み出すことが予想。

（アクセンチュア株式会社推計）

10 30
110

290

620

1,170

2022 2023 2024 2025 2026 2027
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参考資料編❘PLATEAUビジョン 2023

1. PLATEAUの経済効果試算 [参考]経済効果推計ロジック

2022 2027 Source・ロジック

（アクセンチュア株式会社推計）

PLATEAUの
経済効果推計

84,093億円15,097億円
世界のデジタルツイ
ン市場規模予測

日本の都市デジタル
ツイン市場規模予測

• Kbvreserch「Global Digital Twin 
Market Size」より引用 (’23/6/7閲覧)

8６.0%10.0%
PLATEAUの
期待効果範囲率

• ’22:実績予測値から算出
• ’27:都市デジタルツイン市場の内、都市単位で
のデータ活用におけるオープンデータ適用範囲
≒PLATEAUの期待効果範囲を地理空間サービ
サー(36社)の関連事業における売上比率より
想定割合を試算

5.1%
市場全体に占める
日本の割合

• Precedence Research デジタルツインの
APACの市場規模(27%)にFortune 
Business Insights よりAPACにおける日本
のシェア(19%)を用いて試算(’23/6/7閲覧)

36.5%
市場全体に占める
都市デジタルツイン

の割合

• Kbvreserch「Global Digital Twin 
Market Size」産業別デジタルツイン割合に、
GrandViewResearch「Digital Twin 
Market Size」より代表的なユースケースより
導かれる都市比率を乗算(’23/6/7閲覧)

84.2%38.2%
PLATEAU展開

エリアの人口カバー率
• PLATEAU展開都市を日本の人口比で割り戻し
た値を適用

× ×

×

×

https://www.kbvresearch.com/digital-twin-market/
https://www.kbvresearch.com/digital-twin-market/
https://www.precedenceresearch.com/digital-twin-market
https://www.fortunebusinessinsights.com/asia-pacific-digital-twin-market-107451
https://www.fortunebusinessinsights.com/asia-pacific-digital-twin-market-107451
https://www.kbvresearch.com/digital-twin-market/
https://www.kbvresearch.com/digital-twin-market/
https://www.grandviewresearch.com/industry-analysis/digital-twin-market
https://www.grandviewresearch.com/industry-analysis/digital-twin-market
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2. 参考事例❘データ整備手法の効率化： オランダにおける元データオープン化・LOD2自動生成

オランダでは、3D都市モデルの生成に必要な元データがオープン化されているためデータ収集コストがかからず、デルフト工科大学が開発した
LOD2.2の3D都市モデル自動生成ツールによって、生成にもコストがかからない仕組みが実現している。

Source: 3D BAG Viewer

自動生成
システム

BAG
（建物(屋根伏せ)・住所の
オープン地図データ）

AHN
（標高オープンデータ）

• 建物も含めLiDARで航空測量
• 5年に一度更新

BGT
（建物、道路、水路、鉄道などのオープ
ン地図データ）
• BAG・AHNの建物データと突合す
ることによる精度向上にも利用

TOP10NL
（調査中）

• ノイズとなる建物の簡素化のため、
建物用途を識別するために利用

https://3dbag.nl/en/viewer?rdx=84862.5974432688&rdy=447253.6308328337&ox=-201.58790179075731&oy=253.78117968253093&oz=-166.25738163571805&lod=lod22
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2. 参考事例❘データ整備手法の効率化： アメリカ全域におけるLoD1の3D都市モデル自動生成

アメリカでは、Microsoft社のBing Map（衛星画像）とOpenStreetMapの建物高さ情報をもとに、AIの機械学習によってアメリカ全州の3D都
市モデル（LoD1)が整備されており、簡素なモデルではあるもののデータ整備が徹底的に効率化されている。

Source: GitHub - opencitymodel/opencitymodel: Open citygml data for the United States, Building Footprints - Bing Maps (microsoft.com)

AI Assisted 
Mapping

（Microsoft社が開発した
3D都市モデル自動生成AI）
• アメリカだけではなく、
オーストラリアやアフリカ
の一部の国でも利用され
た

Bing Map
（Microsoft社が提供する衛
星画像に基づいた地図データ）

OpenStreetMap
（市民によって作られる
オープン地図データ）

• 建物の高さ情報を取得する
ために利用

Open City Model
（アメリカ全州におけるLoD1

の３D都市モデル）

データ生成方法 AI Assisted Mappingによる建物2次元形状の識別イメージ

https://github.com/opencitymodel/opencitymodel
https://www.microsoft.com/en-us/maps/building-footprints
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2. 参考事例❘データ整備モチベート： 自治体データのクラウド管理

(一社)社会基盤情報流通推進協議会（AIGID)が提供する「My City Construction」では、地方自治体などの公共工事で取得される点群データや
関係書類の電子納品を支援するため、各データをクラウド上で一元管理する仕組みを提供。ドラッグ＆ドロップのみで登録し、検索、実績確認、オープ
ンデータ化も容易に行えるシステムとなっており、自治体業務を効率化すると同時にオープンデータの拡大を実現。

Source: My City Construction

案件別データ閲覧ページ 完成形状ラスターデータ

• 受注者・発注者のみならず、誰でもデータをダウ
ンロードできる

https://mycityconstruction.jp/
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2. 参考事例❘データ整備モチベート： フィンランドにおけるデータ・サービス公開PF (1/2)

地域情報に迅速かつ簡単に、誰もがアクセスできるようにすること

データセット ユースケース

147
112

93
90

62
49
47

39
39

35
26

2地図
人口

建設環境
環境・自然
交通・観光

文化・レクリエーション
地方行政

住宅
経済・税制
雇用と産業

教育
健康・社会サービス

173

14

1

4

4

1

3

ビジュアライゼーション

アプリケーション

データジャーナリズム

ツール

都市モデル

その他

157

143

18

9

• 地図データに限らず、多領域の空間データを市政府から収集・公開

• HRIのWebサイト上で計555のデータセットを公開*1

• ニーズに合うデータを公開するために、サービサーからのデータ要望募集・
サービサーからのデータ提供募集・データ管理等を実施
（現状は月2件程度）

• HRIのWebサイト上で計316のUCを公開*1

• 各UCの公開ページでは、関連するオープンデータが紐づけ

• ニーズに合うユースケースを公開するために、サービサーからのユースケース
登録・ユーザーからのユースケースアイデア募集を実施
（現状は月2件程度）

Source: Helsinki Region Infoshare - Open data service (hri.fi)、Interview: Helsinki Region Infoshareの実運営を担当している市職員からもヒアリング
*1 単一のデータセット・ユースケースに複数のカテゴリタグが紐づいているため、カテゴリタグの総数はデータセット・ユースケース総数と合致しない *2 Helsinki市に関しては、1件のデータセットにHelsinki 3D+の成果が集約

3D都市モデルデータとして
登録されているのは
HelsinkiとEspooの計2件*2

3D都市モデルを利用したUCとして、
ViewerのKunta、環境シミレーショ
ンツールのAtlasなどの13件が公開

設置
目的

コンテンツ

＋

詳細後述

フィンランドのHelsinki Region Infoshare（以下HRI）が運営するオープンデータPFでは、オープンデータに加え、データを利用したユースケース
についても収集し、カタログサイト化。オープンデータの有用性を誰もが理解できる仕組みとなっている。

https://hri.fi/en_gb/
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2. 参考事例❘データ整備モチベート： フィンランドにおけるデータ・サービス公開PF (2/2)

ユースケース紹介ページには、開発にあたって利用されたオープンデータが紐づいており、クリックするとデータセットのダウンロードページへ遷移で
きることから、データ整備の必要性・重要性が直観的に理解しやすくなっている。

ユースケース紹介ページ データセットダウンロードページ

Source: Minecraft-Helsinki3D+ - Showcases - Helsinki Region Infoshare (hri.fi)

https://hri.fi/data/en_GB/showcase/minecraft-helsinki3d
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2. 参考事例❘データ整備モチベート： フィンランドにおけるサービス実装型Viewer

ヘルシンキ市が提供するHelsinki Energy and Climate Atlas は3D都市モデルのViewerに、太陽光発電ポテンシャル・暖房エネルギー需要予
測・地面の温度予測などの可視化機能を実装。サービスとして利用可能とすることで、データ整備の価値をアピール。

Source: Helsingin Energia- ja ilmastoatlas - Showcases - Helsinki Region Infoshare (hri.fi)

https://hri.fi/data/en_GB/showcase/helsingin-energia-ja-ilmastoatlas
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2. 参考事例❘データ整備モチベート： 韓国におけるサービス実装型Viewer

韓国のソウル市では、S-MAPという3D都市モデルViewerに、工事情報、通行止め情報、CCTV、天候等の様々なリアルタイム情報を重ね合わせて閲
覧できる機能を提供することで、データとサービスを隣接し、市民に対してデータ整備の価値をアピール。

Source: S-MAP (seoul.go.kr)

S-MAPのViewer画面 S-MAPにて実装されている機能リスト

28の機能

https://smap.seoul.go.kr/
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2. 参考事例❘データ整備モチベート： オランダにおけるプロジェクト紹介ストーリーテリング型GIS

オランダでは、3D都市モデルの整備・活用の取組をストーリーテリング型GISとして公開することで、3D都市モデルの価値を周知することに繋がって
いる。

Source: T3D Storymap (totaal3d.nl)

※動画

https://www.totaal3d.nl/viewer/storymap/#/
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2. 参考事例❘データ整備モチベート： ベルリンにおける都市開発の歴史を紹介するストーリーテリング型GIS

ベルリンでは、新聞社であるBerliner Morgenpostがベルリン市における都市開発の歴史を振り返るストーリーテリング型GISを公開しており、
3D都市モデルの価値を周知することに繋がっている。

Source: Berlins neue Skyline (morgenpost.de)

※動画

https://interaktiv.morgenpost.de/berlins-neue-skyline/
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2. 参考事例❘データ整備ケイパの拡大： シンガポールにおけるデータ整備エンジニア育成

シンガポールでは、国主導で3D都市モデルのデータ整備エンジニアに対しトレーニングを提供することで、データ整備ケイパの不足に対応している。

Source: Virtual Singapore: a Digital ‘Twin’ for Planning (Innovation Type: Institutional Pioneer) | City2Cityなど

主体

目的

取組内容

成果

• Singapore Land Authority（シンガポール土地管理局）

• National Research Foundation（シンガポール国立研究財団）

• GOVTECH（デジタル庁）

• Virtual Singaporeの3D都市モデル継続整備のために不足するデータ整備ケイパを拡大するため

• CityGMLでの3Dモデリングに対応出来る現地企業5社の50名に対し、トレーニングを提供

- 3Dデータキャプチャ、ジオメトリモデリング、高解像度ファサードテクスチャマッピング、モデル変換についてのトレーニ
ングを実施

• データ整備効率が約3倍に増加

- その結果、SLAはトレーニング対象企業に継続的にデータ整備を依頼する方針で検討

https://www.city2city.network/virtual-singapore-digital-twin-planning-innovation-type-institutional-pioneer
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2. 参考事例❘データハンドリング技術のOSS化： 欧州における品質検査・データ変換のOSS提供

欧州では、3D都市モデルの仕様を決定しているEU INSPIREが品質検査を自動化するOSSを提供するなど、データハンドリング技術のOSS化が行
われている。

Source: INSPIRE Reference Validator - Home (europa.eu)、GitHub - tudelft3d/esri_geobim

ファイルを
アップロード

検査したい
対象を設定

https://inspire.ec.europa.eu/validator/home/index.html
https://github.com/tudelft3d/esri_geobim
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2. 参考事例❘データハンドリング技術のOSS化： オランダにおける品質検査・データ変換のOSS提供

オランダでは、デルフト工科大学がBIMデータをCityGML変換するOSSを提供するなど、データハンドリング技術のOSS化が行われている。

Source: GitHub - tudelft3d/ifc2citygml: Automatic conversion of IFC models 2x3 to CityGML LOD 1/2/3/4

BIMデータをCityGMLに変換するOSSがGitHub上で公開
（元々は2013年のデルフト工科大学の修士学生論文をもとにIFC2CityGMLという名前で作成された
OSSであり、現在では一部改良を施した上でGeoBIMという名前で公開されている）

https://github.com/tudelft3d/ifc2citygml
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2. 参考事例❘民間人材開発： 韓国におけるスマートシティ人材開発

韓国では、6大学・約7,400人を対象としたスマートシティ人材開発プロジェクトに約20億円を投じて教育機会と就業機会それぞれを提供することで、
スマートシティに関わる人材不足に対応している。

Source: Introduction of innovative talent nurturing project: Smart City Comprehensive Portal - SMART CITY KOREA、 6 Universities to Foster Human Resources: Smart City Comprehensive Portal - SMART 
CITY KOREA

Smart City Innovative Human Resources Development Project

参加数

投資額

期間

対象大学

約7,400人

約20億円 (１７４億ウォン)

2019～2023 （計5年間）

ソウル大学、成均館大学、延世大学、ソウル市立大学、釜山大学、韓国科学技
術員(KAIST）

• 修士・博士課程に対してスマートシティに関わる教育プログラムを提供

- スマートシティ概論、スマートシティ計画・設計・解析（シミレーション）な
ど

• 学生の応募を促進するために奨学金の提供や、教科書・機器購入費の支
援も実施

⇒論文553件、学術発表1,782件、特許441の成果

• スマートシティ関連団体へのインターンシップ・現地研修のプログラム提供

⇒プログラム受講者の83％がスマートシティ関連産業に就職（建設・交通・
IT・エネルギー・環境など）

目的

教育
機会提供

就業
機会提供

https://smartcity.go.kr/en/%ed%94%84%eb%a1%9c%ec%a0%9d%ed%8a%b8/%ed%98%81%ec%8b%a0%ec%9d%b8%ec%9e%ac%ec%9c%a1%ec%84%b1%ec%82%ac%ec%97%85/%ed%98%81%ec%8b%a0%ec%9d%b8%ec%9e%ac%ec%9c%a1%ec%84%b1%ec%82%ac%ec%97%85-%ec%86%8c%ea%b0%9c/
https://smartcity.go.kr/en/%ed%94%84%eb%a1%9c%ec%a0%9d%ed%8a%b8/%ed%98%81%ec%8b%a0%ec%9d%b8%ec%9e%ac%ec%9c%a1%ec%84%b1%ec%82%ac%ec%97%85/%ec%9d%b8%eb%a0%a5%ec%96%91%ec%84%b1-6%ea%b0%9c-%eb%8c%80%ed%95%99/
https://smartcity.go.kr/en/%ed%94%84%eb%a1%9c%ec%a0%9d%ed%8a%b8/%ed%98%81%ec%8b%a0%ec%9d%b8%ec%9e%ac%ec%9c%a1%ec%84%b1%ec%82%ac%ec%97%85/%ec%9d%b8%eb%a0%a5%ec%96%91%ec%84%b1-6%ea%b0%9c-%eb%8c%80%ed%95%99/
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2. 参考事例❘コミュニティ拡大： イギリスにおける国主導のデジタルツインコミュニティ設立

イギリスでは、Digital Twin Hubというデジタルツイン(以下DT)に関わるデータ所有者や開発者向けのWebコミュニティが国主導で組成され、ネッ
トワーキング・イベント・ディスカッションなどのサービスを提供しており、参加者も増加している。

Source: Digital Twin Hub - DT Hub Community

デジタルツインコミュニティの概要 Webサイトの様子（ネットワーキングチャネル）

テーマ別に19のネットワーキングチャネルが提供

設立経緯

DT活用のイネーブラーとなることを目的に、2020年に設置

• イギリスにおけるDTの在り方を構想するプロジェクト(National Digital 
Twin)の一環

• ビジネス・エネルギー・産業戦略省、ケンブリッジ大学が主導

参加者
4,000人程度

• 1ヶ月に100人以上のペースで増加

• 23年4月11日：3,714人、23年6月15日：4,009人

提供
サービス

学び・経験の共有、イノベーション推進・専門知識開発、パートナー
を見つけるためのネットワーク提供などを主施策と定義

• ネットワーキングイベント・ディスカッションへの参加、記事・ケーススタディ
の閲覧、ツールの利用などが可能

• 695のディスカッションテーマ、42のケーススタディ、195の記事を提供

名称 Digital Twin Hub

位置付け データ所有者や開発者向けのWebコミュニティ

https://digitaltwinhub.co.uk/
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2. 参考事例❘ニーズ・シーズマッチング： ヘルシンキにおける市職員・企業・市民協働のサービス萌芽の取組

ヘルシンキでは、Forum Virium Helsinkiという中間団体が主体となって、市職員・研究者・市民・民間企業など多様なステークホルダーがニーズと
シーズをぶつけ合いサービス萌芽を狙うInnovator’s Clubというイベントが年4回開催されており、サービス創出に寄与している。

Source: Innovators' Club - Smart Kalasatama (fiksukalasatama.fi)

Innovator’s Clubの様子Innovator’s Clubの概要

歴史

目的

参加者

開催頻度

• コラボレーションを通じて、イノベーションを加速
すること

• 市職員、研究者、市民、民間企業（スタートアップ、
中小企業、NGO、大企業）

• 年4回

• Kalasatama地区でInnovator’s Clubを開始

- Kalasatama地区はヘルシンキ市内に位置し
ており、2018年に3D都市モデル整備・UC開
発の指定地区として積極的に取組が進んだ

• その後、Innovator’s Clubの取組が
Kalasatama地区以外の地域にも横展開

https://fiksukalasatama.fi/en/building-blocks/innovators-club/
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2. 参考事例❘地域発サービス創出： カラサタマ地区における3D都市モデルサービス創出

ヘルシンキ市内のカラサタマ地区は、スマートシティ地区として指定され3D都市モデル整備が進んだ背景があり、地域発のサービス開発・利用促進施
策を通じて複数のサービスが創出されている。

Source: Kalasatama | City of Helsinki、 Loppuraportti (hel.fi),、 Smart Kalasatama | Nordregio、Get to know the pilots - Smart Kalasatama (fiksukalasatama.fi)

Interview: Forum Virium HelsinkiのSenior Project Managerからのヒアリング

ゴミの量を検知して最適なゴミ回
収ロジスティクスを構築

消費期限に応じて価格を
自動変動・アプリで周知

Kalasata地区におけるサービス創出に向けた取組

• 地元企業・エンジニアが短期でサービス開発を
行うAgile Pilotingプログラム実施

- 1.5ヶ月の公募、6ヶ月の開発プログラム

- 完成したサービスは他都市にも展開可能性あ
り

• 登録するとベータ版サービスが公開され次第、
メールで周知

- Agile Pilotingにて開発されたベータ版
サービスも含まれる

創出されたサービス例

開発促進 利用促進

https://www.hel.fi/en/urban-environment-and-traffic/urban-planning-and-construction/urban-development/kalasatama
https://www.hel.fi/static/liitteet-2019/Kaupunginkanslia/Helsinki3D_Kalasatama_Digital_Twins.pdf
https://nordregio.org/sustainable_cities/smart-kalasatama/
https://fiksukalasatama.fi/en/agile-piloting-programme/get-to-know-the-pilots/
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2. 参考事例❘自治体のデジタルケイパ向上： 農水省・デジタル庁による政府機関・自治体参加の横断SNS

農水省ではDX施策として農林水産省共通申請サービス（eMAFF）を推進。地方自治体とのコミュニケーション活性化のためにSlackを利用した
eMAFFチャットツールを運用。デジタル庁ではこの仕組みを引き継ぎ、政府機関職員と自治体職員間における直接対話型の意見交換・情報交換を実
現する「デジタル改革共創プラットフォーム」を構築。

Source: Slackが中央省庁と自治体への売り込み強化、Teamsの牙城崩せるか | 日経クロステック（xTECH） (nikkei.com) 【共創PFとは？】デジタル改革共創プラットフォームって何で
すか？デジタル庁に聞いてきました。 | ジチタイワークス (jichitai.works) ※情報は2023年1月1日時点を参照

デジタル改革共創プラットフォーム （Slack）

約20府省庁

【参加者】

約4,300人

【用途】

• 政策立案への意見募集

• 政策に関する議論

• リリースなどのお知らせ

【議論内容の事例】

• デジタル田園都市国家構想

• 行政手続きオンライン化

• ガバメントクラウド

• ＡＩ活用

自治体
約1,160
自治体

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00001/05027/
https://jichitai.works/article/details/1696
https://jichitai.works/article/details/1696
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2. 参考事例❘自治体のデジタルケイパ向上： オランダにおける自治体向け学習プラットホーム

オランダでは、オランダの全自治体が加入するVNGという団体が自治体向けの学習プラットホームであるVNG Connect Academyを提供してお
り、自治体のデジタルを含めたケイパ向上に寄与している。

Source: VNG Connect

基本情報 PFイメージ

サービス名 VNG Connect Academy

実施目的
セミナー・トレーニングコースなどを通じて
人と知識を繋ぐこと

運営会社

VNG Connect

• VNGとはオランダの全自治体が加盟する自治体の質
向上を目的とする団体（詳細p.31）

• VNG Connectは自治体向けのイベント設営・トレーニ
ング提供を主に担うVNGの子団体である

オランダのオープン地図データベースで
あるBAGに関するトレーニングも提供

https://www.vngconnect.nl/
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2. 参考事例❘自治体のネットワーキング： オランダにおける自治体横断組織による連携促進

オランダではVNG（オランダ自治体協会）という国内の全自治体が加盟する組織が存在しており、VNGがオランダにおける3D都市モデルの収集・登
録・活用に関するT3DというプロジェクトにてPMO的役割を担うことで、自治体間の連携が促進されている。

Source: Totaal Driedimensionaal | VNG

自治体横断組織(VNG)の概要

設立年度 1912年

活動目的
• 地方自治体の質を向上させるために、地方自治体間の知

識・経験の交換を促進すること

取組
内容

• オランダのみならず世界においても複数自治体・国が関わ
るプロジェクト管理業務を実施

• その中の一つとして、T3DにおいてもPMO的役割で参加

組織構成

• VNGにはオランダ国内の全自治体が加盟

- 子団体として、国際協力機関であるVNG 
Internationalや自治体向けの学習プラットフォームを
提供するVNG Connectなどの団体も存在

• 従業員の大半はプロジェクトマネージャー職として雇用

実証実験プロジェクト(T3D)の全体像

VNG：プロジェクト管理業務

ハーグ市：
データ収集に関わる
実証実験を主導

アムステルダム市：
データ活用に関わる

実証実験を主導

ロッテルダム市：
データ登録に関わる

実証実験を主導

オランダ全自治体 大学・政府機関など

連携 連携

• 3D都市モデルの収集・登録・活用に関する実証実験プロジェクト

• ハーグ市・アムステルダム市・ロッテルダム市・VNGの4団体が主導

※T3D=Programma Totaal Driedimensionaal

https://vng.nl/projecten/totaal-driedimensionaal
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2. 参考事例❘リビングラボの形成： ヘルシンキにおける市民・企業共創型のリビングラボ形成

ヘルシンキ市のカラサタマ地区では、Forum Virium Helsinkiという団体主導で、共創スペースの設立・市民参加型サービス企画イベントの開催・
サービス開発のテスト地域としての街利用公募・サポート、ベータ版スマートシティサービス周知などの施策を実施し、リビングラボを形成

Source: Launching the Kalasatama Smart City Living Lab - Forum Virium Helsinki, Fiksu Kalasatama – Living Lab - Forum Virium Helsinki , Kalasatama Urban Lab is creating a new Helsinki, featured on CNN 
and Le Monde - Forum Virium Helsinki, Testbed Helsinki - Testbed Helsinki, Kokeilujoukot - Forum Virium Helsinki

ヘルシンキにおけるリビングラボ形成の取組概要 リビングラボ形成の各取組の様子

Kalasatama Urban Labの設立

テスト地域での実証実験（自動配送）

取組
内容

スマートシティ地区として指定されたKalasatama地区
(ヘルシンキ市)のリビンラグラボ活動を強化すること

• 共創スペース”Kalasatama Urban Lab”設立

- サービス開発プロジェクトの紹介や実際に開発したサービスの
体験を実施

- 15～30人程度のワークショップを開催

• 市民参加型のサービス企画イベント開催

- 市職員・研究者・市民・民間企業などが参加

• サービス開発のテスト地域としての利用公募・サポート

• ベータ版スマートシティサービスの利用を市民に対して
周知・促進

主体

目的

Forum Virium Helsinki

※ヘルシンキ市を世界一のスマートシティとすることをミッションと
して、ヘルシンキ市の子会社として設立された団体

Fiksu Kalasatama ProjectPJ名

https://forumvirium.fi/en/launching-the-kalasatama-smart-city-living-lab/
https://forumvirium.fi/projektit/fiksu-kalasatama-living-lab/
https://forumvirium.fi/en/kalasatama-urban-lab-2/
https://forumvirium.fi/en/kalasatama-urban-lab-2/
https://testbed.hel.fi/
https://forumvirium.fi/esittely/kokeilujoukot/
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2. 参考事例❘データアクセシビリティの向上：オランダにおけるサンプルデータ生成OSS

オランダのデルフト工科大学では、3D都市モデルに関する様々なOSSを公開しており、その一つとしてUC開発の実験用途向けにLoD3までの3D都
市モデルを自動生成するRandom3DCityをOSSとしてリリース。データを活用しやすい環境が整備されている。

Source: GitHub - tudelft3d/Random3Dcity: A basic procedural modelling engine for generating buildings and other features in CityGML

生成したいLoDを選択 サンプルデータが自動生成

• 生成するモデルのLoDを用途に応じて設定可能

- LoD0.1～LoD3.3まで様々なLoDに対応

• 予め自動生成されたサンプルデータをダウンロードすることも可能

• 自動生成した3D都市モデルを研究・実験用途で利用

LoD1.1 LoD2.０ LoD2.3 LoD3.3

https://github.com/tudelft3d/Random3Dcity
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2. 参考事例❘データアクセシビリティの向上： ベルリンにおけるデータ配信方法

ベルリンでは、3D都市モデルをダウンロードする際に、Viewerで範囲を指定して直接ダウンロードできるシステムを構築。DLの際にはCityGML以
外にもFBXやJSON等の19種類のファイルフォーマットを用意。データを活用しやすい環境が整備されている。

Source: Berlin 3D - Downloadportal (businesslocationcenter.de)

• CityGMLを含む19種
類のファイルフォーマッ
トが選択可能

• ダウンロード範囲を地
図上で指定可能

https://www.businesslocationcenter.de/berlin3d-downloadportal/?lang=en#/export
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2. 参考事例❘データアクセシビリティの向上： 経産省による配信・開発環境PFの提供

経済産業省主導で開発された衛星データプラットフォーム「Tellus」では、データ配信機能のみならず、衛星データ解析のための開発OS（開発リソース
及びPython/R開発環境）や、ブラウザ上で利用できる簡易解析ツールなども提供。データを活用しやすい環境が整備されている。

Source: ツール一覧 | Tellus (tellusxdp.com) 34

• 衛星データから新規駐車場
用の候補地が開拓できる
ツール

Telluｓ-VPL

• 衛星画像を使って、地盤の
沈下や隆起を数センチ規模
で計測できるツール

TelluSAR

（例）

https://www.tellusxdp.com/ja/catalog/tool/


Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved. 35

参考資料編❘PLATEAUビジョン 2023

2. 参考事例❘環境障壁の除外： EU/INSPIRE

EUでは、公共機関のもつ地理空間情報をインフラとしてオープンデータ化していくため、 INSPIRE（Infrastructure for Spatial Information 
in the European Community）を設立。環境に影響を与えうるEU法の策定と実行において空間情報を用いなければならないことと、その際の
データ・サービスの公開に制限/課金制を設けてはいけないことなどが法律で規定されていることにより、データ提供・オープンデータ化を促している。

(1)
Community policy on the environment must aim at a high level of protection taking into account the diversity of situations in the various regions of the Community. Moreover, information, 
including spatial information, is needed for the formulation and implementation of this policy and other Community policies, which must integrate environmental protection requirements
in accordance with Article 6 of the Treaty. In order to bring about such integration, it is necessary to establish a measure of coordination between the users and providers of the 
information so that information and knowledge from different sectors can be combined.

環境保護要件に係る本政策およびその他の共同体政策の策定と実施には、空間情報を含む情報が必要

Article 13
1. By way of derogation from Article 11(1), Member States may limit public access to spatial data sets （以下略）
2. The grounds for limiting access, as provided for in paragraph 1, shall be interpreted in a restrictive way, taking into account for the particular case the public interest served by providing 
this access. In every particular case, the public interest served by disclosure shall be weighed against the interest served by limiting or conditioning the access. Member States may not, by 
virtue of points (a), (d), (f), (g) and (h) of paragraph 1, limit access to information on emissions into the environment.

空間データセット・サービスへのアクセスは必要に応じて制限できるが、環境への排出に関する情報は一部の特別な理由を除いて制限できない

Article17-3
Member States may allow public authorities that supply spatial data sets and services to license them to, and/or require payment from, the public authorities or institutions and bodies of 
the Community that use these spatial data sets and services. （中略）Spatial data sets and services provided by Member States to Community institutions and bodies in order to fulfil their 
reporting obligations under Community legislation relating to the environment shall not be subject to any charging.

空間データセット・サービスの利用はライセンス制・課金制を取ることができるが、環境に関するEU法に基づく報告義務を果たすために提供するものは対象にならない

Source: EUR-Lex｜INSPIRE Directive

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/ALL/?uri=CELEX:32007L0002
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2. 参考事例❘環境障壁の除外： EUにおける環境アセスメント義務化による空間データ活用促進

EUでは、❶実行難易度の高い環境アセスメントを義務化したうえで、❷アセスメント簡易化ツールの提供×❸アセスメントに必要なデータ定義～公開
でサポートすることにより、データ利用自体を義務化せずとも、空間データ活用が促進されている

*1: INSPIREとは環境に影響を与える可能性のある政策や活動への利用のための空間データ基盤を構築することを目的としてEUによって設立された団体 *2: 3D都市モデルに限らない空間データ

Source:Environmental impact assessment (europa.eu) ,The application of Geographical Information Systems to determine environmental impact significance – ScienceDirect, GIS for Environmental Impact Analysis | Aspectum

政府
（EU）

民間企業
（建設会社等）

ソフトウェア会社
（GIS等）

INSPIRE

（実行難易度の高い）
環境アセスメント義務化

アセスメントの
簡易化ツール提供

アセスメントに必要
なデータ定義～公開

3D都市モデルを含む
空間データセットを
環境アセスメントに
使うことが一般化

環境アセスメントによる空間データ利用促進の全体像

1

2
3

環境
アセスメント
義務化

アセスメント
簡易化

ツール提供

アセスメント
に必要な
データ定義
～公開

空間データ利用促進の取り組み詳細

1

2

3

EIA指令により、大規模建設プロジェクトでは
環境アセスメントの実行・報告書提出を義務化

• 原子力発電所、長距離線路、高速道路、有害廃棄物処理施設、
ダムなどが対象

• 生物多様性・土壌・水・空気・気候など多数の項目への影響評価
が必要で、簡易化ツールを使わなければ実行困難

環境アセスメントに使用可能な機能を備えたGIS提供

• 土壌・植生・地下水・地質等のデータをGISで重ね合わせること
で、数値面・ビジュアル面ともに簡易に評価可能

• EIAでの環境評価のための利用方法をユーザー向けに紹介し
ているGISも（例：Aspectrum）

EU INSPIRE*1が環境アセスメントのための
空間データ*2定義、指令発出、データ収集・公開を実施

• 各国意見を聞くため、「EIA報告書の提出におけるINSPIRE*1

の貢献方法」についてアンケート実施

• 環境アセスメントを見据え、INSPIREの空間データカテゴリに
は生物生息地・土壌・水などが存在

https://environment.ec.europa.eu/law-and-governance/environmental-assessments/environmental-impact-assessment_en
https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S0195925501000907
https://aspectum.com/gis-for-environmental-impact-analysis/#:~:text=GIS%20in%20environmental%20impact%20assessment%20is%20the%20main,time%20on%20research%20that%20companies%20have%20to%20conduct.
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2. 参考事例❘産学官連携PF構築： フィンランドにおける産学官連携PFのイニシアティブ

フィンランドでは、オープンデータを活用したユースケース開発やコミュニティ形成、オープンデータPF等の運営等を行う中間団体（FVH・HRI）を政府
資金によって設立。民間人材を中心とした産学官連携体制を構築し、技術開発やPoC、サービス実装等を支援。

研修材料提供

GISソフトウェア企業（Esri）

変換ツール企業（Safe Software）

標準化団体（OGC）

Forum Virium Helsinki
（非営利企業）

• プロジェクトの推進
- サービス開発PJの公募/推進
- データ提供
- コミュニティ形成
- 資金提供
- 広報活動
- リビングラボ/テストベッド提供 など

• データPF構築
• モデル地域形成

ユーザー

Helsinki Region Infoshare運営委員会（FVH＋四市政府）

EU INSPIRE (複数国横断機関)

Helsinki、Espoo、Vantaaなどの市政府

企業・エンジニアコミュニティなど、サービス開発・提供者

データ整備要望収集 UC要望収集
オープンデータ提供・UC事例公開

サービス提供

オープンデータ

仕様定義、関連する法律の制定

資金

資金
経営

コミット

資金

Source: https://forumvirium.fi/en/
37

https://forumvirium.fi/en/
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2. 参考事例❘産学官連携PF構築： シンガポールにおける地理空間産業コミュニティ形成

シンガポールでは、複数企業が定常的なメンバーとして参加する地理空間産業センター(GeoWorks)が国主導で組織されており、GeoWorksが保
有する施設でネットワーキング・共同開発・成果紹介・パネルディスカッション等を実施することにより、コミュニティを拡大・強化している。

GeoWorksのメンバー企業例(事業領域を併記) GeoWorks主催イベントの様子

Source: Geoworks (sla.gov.sg)

ネットワーキング 共同開発

開発成果紹介 パネルディスカッション

メタバース 地理情報AI 衛星写真分析ソフト モビリティ向けマップ

3D都市モデルソフト 地理情報AI ドローン運行管理 ドローン自動運転

輸送サービス UAMのポート開発 UAM運行管理衛星写真分析ソフト

UAM開発3D都市モデルソフト 3D都市モデル生成AI

https://www.sla.gov.sg/geoworks/
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2. 参考事例❘産学官連携PF構築： イギリスにおける地理空間イノベーション創出プログラム

イギリスでは、イギリスの地図を作成しているOrdnance Surveyによって設立されたGeovationという団体が、空間データビジネスの創出を狙い
資金・データ・育成プログラム・広報イベントなどを提供するアクセレーションプログラムを実施しており、サービス開発が促進されている。

Source: Who we are | Geovation, Accelerator Programme | Geovation

参加企業に対する支援概要組織の基本情報

設置
目的

取組

国立地図作成機関としてイギリス全土の地図を
作成 （≒日本における国土地理院）

• 地図作成・提供

• 地図データ利用事業の創出支援

- Geovationという団体にてアクセレーショ
ンプログラムをベンチャー企業向けに提供

• 地図データに関する国際支援

- 国際部門(Ordnance Survey International)

を設立し、世界の政府・地図機関などに対し
てアドバイザリーサービスを提供

- 2019年にはシンガポール政府に対して3D
都市モデルに関する技術開発支援を実施

名称
• 年間最大20,000ポンドの助成金

• 自由にアクセス可能な限定データセット

• スタートアップの創業者に対するコーチングサービス

• スタートアップの事業運営に係るワークショップ開催

- 財務・資金調達・事業計画・法務・知財・会社法など

• 業界リーダー・技術者・プログラムOBからのサービス開発サポート

• 地理空間情報関連の業界イベントにてプログラム対象企業を紹介

• 投資家・企業・政府機関職員向けのプレゼン機会提供

• ロンドンのPartner 
Hubにて1年間の
オフィス使用権

資金提供

データ提供

育成サポート

広報機会
提供

オフィス
提供

https://geovation.uk/about-us/who-we-are/
https://geovation.uk/apply/accelerator/
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2. 参考事例❘国際展開： イギリスからシンガポールへの国際展開

イギリスでは、地図作成機関であるOrdnance Surveyが、シンガポールにおける3D都市モデルの取組を支援するなど国際展開がなされた。

Source: About us | What we do (ordnancesurvey.co.uk), OS developing 3D data model in Singapore | Case Studies | Ordnance Survey, Ordnance Survey Demonstrates BIM Potential with Pioneering Project in Singapore | GIM 
International (gim-international.com), IFC2CityGML | Strict and automatic mapping of IFC–BIM models into semantically enriched 3D CityGML building models (exterior and interior) @ National University of Singapore

組織の基本情報 シンガポールにおける支援内容詳細

• CityGML標準2.0の導入を監修

- Ordnance SurveyがOGCにてCityGMLの開発をリードした経験を評価
され監修として参画

• 政府およびシンガポール国立大学と共同で、BIMデータ（IFC）をCityGMLに
自動変換するための方法論とアルゴリズムを開発

- シンガポール住宅・開発局（HDB）や主要BIMソフトウェアベンダ保有する
BIMデータを利用して実証実験が実施された

- 主要BIMソフトウェアベンダと商業化機会を検討

設置
目的

取組

国立地図作成機関としてイギリス全土の地図を
作成 （≒日本における国土地理院）

• 地図作成・提供

• 地図データ利用事業の創出支援

- Geovationという団体にてアクセレーション
プログラムをベンチャー企業向けに提供

• 地図データに関する国際支援

- 国際部門(Ordnance Survey International)

を設立し、世界の政府・地図機関などに対し
てアドバイザリーサービスを提供

- 2019年にはシンガポール政府に対して3D
都市モデルに関する技術開発支援を実施

名称

https://www.ordnancesurvey.co.uk/about/what-we-do
https://www.ordnancesurvey.co.uk/customers/case-studies/3d-singapore
https://www.gim-international.com/content/news/ordnance-survey-demonstrates-bim-potential-with-pioneering-singapore-project
https://www.gim-international.com/content/news/ordnance-survey-demonstrates-bim-potential-with-pioneering-singapore-project
https://ifc2citygml.github.io/
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